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会         議        記         録 

会 議 の 名 称 
決算特別委員会 

環境厚生分科会 

会議場所 第１委員会室 

担当職員 山末 

日 時 平成３０年９月２６日（水曜日） 
開 議   午前  １０ 時 ００ 分 

閉 議   午前  １０ 時 ２３ 分 

出席委員 ◎平本 ○冨谷 酒井 小川 齊藤 菱田 小島 馬場 

事務局 山末主事 

傍聴者 市民 ０名 報道関係者 ０名 議員０名 

 
会  議  の  概  要 

 
１ 委員長報告の確認 

 

［平本委員長 委員長報告朗読］ 

＜平本委員長＞ 

 意見はあるか。 

＜酒井委員＞ 

 一般会計の討論の部分に「違法なものがある中で」とあるが、これでは具体的に何

が違法なのかということがわからない。 

＜馬場委員＞ 
「公の施設に関わって」という文言を加えてはどうか。 

＜酒井委員＞ 
 具体的にした方がよいと思うので、「かねてから問題になっていた老人福祉センタ

ーの運営が違法である以上」としてはどうかと思う。 
＜菱田委員＞ 
 この問題については、改善に向けて取り組んでいただいており、酒井委員の討論で

は「平成２９年度においては」という言い方をされていたと思うので、「平成２９

年度においては」ということを入れてはどうか。 
＜酒井委員＞ 
 将来的に改善すると答弁されたが、私たちが審査したのは平成２９年度決算なので

賛成できない、という意味で言った。これは決算審査の報告なので、平成２９年度

と書かなくてもよいと思う。 
＜馬場委員＞ 
 議案名に平成２９年度と入っているため、討論の部分には必要ないと思う。 
＜齊藤委員＞ 
 「違法である老人福祉センターの運営が改善されない中で」としてはどうか。 
＜平本委員長＞ 
 「現時点で老人福祉センターの運営が違法である以上」としてはどうか。 
＜了＞ 
＜平本委員長＞ 
他に意見はあるか。 

（意見なし） 
＜平本委員長＞ 
 それでは、この内容で報告を行う。 
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２ 事務事業評価結果の確認 

 
＜平本委員長＞ 
事務事業評価結果を別紙のとおり取りまとめた。意見はあるか。 

＜冨谷副委員長＞ 
 高齢者生活支援経費について、「経費のかからない方法を検討されたい。」とあるが、

平成３０年度は経費がかなり削減されている。また、生活援助員派遣事業助成金の

実績が１件だけであり、社会福祉協議会との連携がとれていないと感じた。連携を

強化されたいという内容が入れられればと思う。 
＜酒井委員＞ 
 連携強化は必要だと思うが、ここには評価を決定した後に協議した附帯意見が書か

れている。今から盛り込むことは難しいのではないか。 
＜馬場委員＞ 
 論点は「コスト削減によりサービスが縮小していないか」としているので、「経費

のかからない方法を検討されたい。」とまでは書かなくてもよいと思う。 
＜小川委員＞ 
 ２つの意見をまとめて、「財政状況が厳しさを増す中で、従前からの事業にとらわ

れることなく、広い視点で事業を検討されたい。」とすれば、全ての意見を含めら

れるのではないか。 
＜平本委員長＞ 
 ２つの意見をまとめることとしてよいか。 
＜了＞ 
＜平本委員長＞ 
 他に意見はあるか。 
（意見なし） 
 

散会 ～１０：２３ 


